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（株）藤井基礎設計事務所 藤井俊逸 

１ はじめに 

平成 22 年 7 月 16 日に恵曇で発生した民家裏の崩壊では、2 名の方が亡くなられた。写真-１は、崩

壊したときの様子である。このような死亡事故は、今後、絶対に避けなければならない。 

ここでは、崖崩れの説明模型を使って、発生メカニズムと、斜面下に家があった場合、どの部屋が危

険なのかを説明する。 

２ 崖崩れ説明模型について 

写真-２は、道路工事中に斜面を切土している箇所である。この写真は岩盤の割れ目が発達していて、

掘削中に局部的な崩壊が発生している箇所である。同じ斜面でも割れ目が密着している箇所もある。こ

のように、一つの法面でも、岩盤の状態は様々である。 

写真-３が崖崩れ説明模型である。岩盤に割目の多い箇所を、写真-４のボルトナットのナットで表現し

た。岩盤の割れ目の少ないところは、一枚の板で表現した。 

この模型を写真-５の水平状態から、写真-６のように立てかける。立てることでナットには重力が作用

する。すると写真-７のように、重力が作用するとナットの不安定な部分が斜面に沿って移動する。 

写真-８はその変形の様子を、詳細に見たものである。 

○まず、Aのナットが落下する。 

○その背後のナット Bが、不安定化して落下する。 

○さらにその背後のナット Cが不安定化して落下する。 

このような変形を繰り返して、崩壊が発生する。 

最初のAのナットの落下は、小断層箇所や、流れ盤亀裂の箇所、湧水により軟弱化している箇所など、

特に滑りやすい部分が、きっかけになることが多い。 

３ どの部屋が危険なのか 

写真-７は、家の部分をよく見て欲しい。 

部屋に①から④の番号をつけているが、①番の部屋が危険であることがわかる。 

実際、崖崩れが発生した場合の死亡事故は①の山側１階の部屋で多く発生している。 

４ 注意すべきこと 

山側の１階（①の部屋）を、寝室にしないこと。可能であれば、２階を寝室とすること。 

雨が降ったときは、山側の１階に入らないようにすること。 

大雨が予想される場合、裏山が斜面となっている場合は、避難所に逃げる。 

雨が止んでもすぐに、裏山を見に行くことをしない。 

雨が降って山の中の地下水が上昇して崩れるケースがあるので、専門の人がいない限り近づか

ないこと。裏山を見に行って、崖崩れの被害にあった人も多い。 

５ おわりに 

崖崩れは一気に発生するので、事前に対処する必要がある。ハザードマップを見て崖崩れの可能性

がある場合は、最初にすることは山側１階には寝ないことである。これだけ守ることで、死亡事故の確

率はかなり防げる。簡単なことのように思うが、習慣になっているとなかなか変えることができないもの

である。皆で注意をして、死亡事故を避けるようにしてほしい。 
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破線は当初の家の形である。 

崩壊が発生することで、山側１階の①番の部
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次いで、１階の山側でない部屋が危険となっ

ている。


